
▶ 一度食べて、または短期間の間に何度か食べたことで、
すぐにまたは数日の間に出現（急性毒性）

▶ 長期間にわたり食べ続けることによって出現（慢性毒性）

食品を食べたことによる健康への影響が
「ゼロ＝絶対にない」ということではない。

不適切な取扱い、食べ方をすれば影響は起こりうる。

予期された方法や意図された方法で、作ったり、食べた
場合に、その食品が食べた人に害を与えないということ

※コーデックス委員会（国際食品規格の策定等を行っている国際的な政府間機関）の定義

「食品が安全である」ことの定義

害 とは

（例：サルモネラ菌が原因となった食中毒）

（例：カドミウムによる腎機能障害）

＜１ 「食品の安全」と「食の安全」＞
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